
















石 井 JI頂 也
いし L 、 じゅん や
工 7同é: 博 士
第 1 4 号
昭和 34 年 2 月 13 日
工学研究科通信工学専攻















で満足せぎるを得なかったものである。然るに1948年 Richads が米国無線学会雑誌 (IRE) に発表した














































第 1 章は緒論であって， 2 次元ポテンシヤル場内における複素ポテンシヤノレと複素周波数平面内におけ
る動作減衰量の数学的表現の完全な一致を，本論文の以下の記述に利用し得られるように，ストーラ氏の














第 5 章は 2 次元複素ポテンシヤル場にある連続電荷分布を点電荷分布によって置換する操作，即ち，い




















第 1 章は集中定数回路網的よって構成された 4 端子回路網について，カウエル氏のリアクタンス定理を
分布定数回路網へ適用できるように拡張したものである。






















第 3 章は 8 端子共通帰線型回路の任意の 2 対の端子を適当に開放，叉は短絡して，残りの 2 対の端子を
規準の 4 端子回路とみなして周波数変換を行い等価回路を求めたものであって，本編の主要部分を構成し
ている。
第 4 章は前章の等価変換表を使用して実際に炉波器および分波器を構成する方法を述べたものである。
第 5 章は今までに与えられているストリッフ。線に関する特性インピーダンス，叉はアドミツタスの公式
では，前章のI戸波器叉は分波器を設計する場合に不充分な点があったので，更に一般的な公式を導いてこ
の種?戸波器，叉は分波器の構成が常に可能になるようにした乙とを述べている。
第 6 章は本編の結論である。
このように著者は分布結合回路を回路網構成論的に取扱う基礎的手段を新らしく提案し，これによって
従来よりも高級な特性をもっ炉波器の実現を可能にし，マイクロ波炉波器設計上重要な寄与をな/した口
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以上述べたように著者は分布定数回路網構成に関してポテンシヤル論による分布定数炉波器の特性近似
問題，分布定数回路網の構成方法，および分布結合回路網構成論的取扱いの一例として，ストリップ線?戸
波回路網の設計理論を展開して新らしい分野を開拓し，幾多の有力な手段を提供して通信工学の発展に寄
与したところは大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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